


















助国戦死始末」）が存在する。以上６点のうち、国編記 5105、5107、5108 は半丁 10 行
















国編記 5108 を基本として、対馬「近代文書」47-34-3、国編記 5105 ～ 5107 の４点（以
下、A系統とする）と対馬「近代文書」47-14 の1点（以下B系統）とに分けることがで
きる。また国編記 5108 と A系統については、その内容から、明治 17（1884）年８月2
日以降に作成されたもので、①国編記 5108 →②国編記 5105 ／同 5106 ／対馬「近代文書」




となっており、また、（3）国編記 5107 は、国編記 5105 での修正部分と①の欄外の書き




















A10110569700）、18 ～ 21 画像目。











　B系統の「宗助国戦死始末」は、大正 13（1924）年５月 17 日に長崎県知事平塚広義が
内務大臣水野錬太郎宛に提出した「国家功労者贈位ノ義内申」に記載されている「故宗助
国」の「事績調書」中の「略伝」の内容とほぼ一致しており８、転載したものと考えられ
















８　前掲「故　宗助国」、16、22 ～ 23 画像目。
9　『官報』第 4006 号、1896 年 11 月４日付、18 頁（国立国会図書館デジタルコレクション：
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2947288）2画像目。
10　前掲「故正五位下相模守北条時宗以下三名贈位ノ件」、1～６画像目。なお、宗助国への贈位に




























































































































































































































































































































































































































『北東アジア研究』第 31 号（2020 年 3 月）
− 100 −
従兵ト共ニ命ヲ沙壌ニ墜ス。享年六十八歳薦
ママ
田ニ葬ル。正平二十四年宗経茂師大明神
ト號シテ尊崇ス。明治十五年十二月昇格シテ縣社トナル。小茂田濱神社ト謂フ。明治
廿九年十一月四日従三位ヲ贈ラル。
⑥「小茂田濵神社宗助國及殉難者贈位之請願」より「宗助国戦死始末」関連部分抜粋※改
行箇所の「／」表記は行わない。一部読点を付した。　は④対馬「近代文書」47-14 と
同じ表現の部分（ただし語順が変わっている場合や削除された部分がある場合がある）。
傍点は①～④とは異なる字。
　　（前略）抑モ文永ノ役此島ノ目代宗右馬允助國、其従兵ト難ニ此地ニ殉スルヤ、其忠
勇義烈固リ千古ヲ貫ク。今之ヲ論セサル猶ホ可ナリ。然リ而シテ我輩島民カ萬世必報
ノ讎トシテ痛ク心肝ニ銘シ、之ヲ磨スル　滅シ克ハサル所以ノモノハ、果シテ何ノ故
ソヤ。夫レ胡元曽テ趙宋ヲ席巻スルノ餘威ヲ藉リ其非望ヲ肆ニシ、屡使ヲ遣ハシテ
将ニ無禮ヲ我國ニ加ヘントス。然レ　　聖皇上ニ在ス。赫然其請ヲ斥ケ玉ヒ英将下ニ
在リ。断然其使ヲ戮シ頻ニ筑紫ノ邉海ヲ戒厳ス。當時助國太宰府ニ在リ。寡兵ヲ率ヰ
テ此島ニ航シ、以テ来寇ヲ國府ニ竢ツ。于時文永十一年甲戌十月、胡元ノ将忽敦浩
茶丘、髙麗ノ将金方慶等兵三万余人、戦艦九百餘艘纜ヲ髙麗ノ邊浦ニ解キ、其五日申
剋此島ノ西岸佐須浦ニ寇ス。酉剋急ヲ國府地頭所ニ告ク。助國親兵纔ニ八十余騎ヲ率
ヰ、咄嗟之ニ向ヒ丑剋佐須浦ニ到ル。翌六日卯剋通事真継
0
男ヲシテ情ヲ問ハシム。賊
兵應セス。弓弩乱射シ兵船七八艘ヲ以テ陸ニ上ル者凡一千余人。助國乃チ孤軍ヲ督シ
兵ヲ縦チテ大ニ海濱ニ戦フ。助國自ラ矢ヲ發シテ賊ヲ射ルヿ数十人、次子右馬二郎亦
射テ其将ヲ殪ス。賊兵猶ホ競ヒ進ム。助國先驅衆ヲ勵マシ奮闘甚力ム。斬獲数フヘカ
ラス。辰ノ下剋ニ至リ衆寡敵セス従兵ト共ニ命ヲ沙壌ニ隕ス。其臣齋藤兵衛三郎資定
ト云フ者アリ。驍勇絶倫賊ヲ斬ルヿ尤モ多シ。刀折ルヽニ會ヒ進テ賊ト摶チ石ヲ以テ
其面ヲ撲チ九人ヲ殺シテ死ス。今其名ヲ傳フル者、宗右馬次郎盛就、宗二郎盛維、宗
三郎盛継、宗五郎盛忠、宗六郎盛家、宗七郎左衛門國尚、宗大和守安盛、宗藤四郎、
宗内藏、俵伊賀守、俵内膳、中原善九郎茂利、立石源七入道宗古、立石三左衛門尉昌
久、大浦壹岐守、阿比留小六、阿比留伊右衛門尉、阿比留日向守、齋藤帯刀盛直、齋
藤加賀守、齋藤才兵衛、齋藤次左衛門、齋藤藤内、森岡宮内、長野源六、宗右馬八郎
茂清、宗彌太郎盛経、宗刑部烝、在廳左近、流人肥後國御家人口井藤三、源三郎、庄
太郎入道、源八等此役ニ戦没ス。賊兵辟易シテ退キ、火ヲ海濵ノ屋舎ニ放チ、艦ニ乗
シテ壹岐ヲ侵サントシ、復其猖獗ヲ此島ニ逞フスルヲ得ス。嗚呼助國躬ヲ以テ邦家ノ
大難ニ當リ、孤軍ヲ提ケテ此絶地ニ入リ、前ニ大敵ヲ受ケ、後ニ應援ヲ断チ、毅然動
セス、突進奮撃賊兵ヲ蹂蹈シ虜膽摧破ス。衆寡素ヨリ之ヲ鏖スルヿ能ハサルモ一軍擧
テ國ニ殉シ、彼レヲシテ殆ト其残忍暴戻ヲ施スニ至ラシメス。島民天日ヲ拝シ、子遺
今日ニ存スルモノハ孰レカ助國忠勇義烈ノ賜ニ非スト謂フヲ得ヘケンヤ。時ニ國體ヲ
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保維シ國威ヲ宣揚スルニ至テハ其レ焉レヨリ大ナルハ莫シ。古ヨリ勤王ノ将或ハ命ヲ
逆徒ニ授ケ、報國ノ士或ハ身ヲ乱賊ニ殪スモノ既ニ枚挙ニ遑アラスト雖モ、苟モ身命
ヲ外寇ニ致シテ以テ國體ヲ保維シ、國威ヲ宣揚スルヿ此ノ如クナルハ、未タ其比ヲ知
ラサルナリ。文永以降虜賊此島ノ邉岸ニ寇スルヿ有ルモ、未タ一回ノ國體ヲ黷スニ至
ラサル所以ノモノハ、助國ノ子孫能ク其遺勲ヲ守リ、助國ノ威徳深ク民心ニ存スルニ
是レ由ル。初メ助國ノ國難ニ殉スルヤ、時人恩ヲ感シ義ヲ慕ヒ祠ヲ小茂田濵ニ建テ軍
神ニ鎮祭シ、其戦死者ヲ従祠ス。正平二十四年己酉曽孫刑部少輔宗経茂、之ヲ尊崇シ
テ師大明神ト稱ス。明治元年戊辰三月神祇局御達ニ　リ明神ノ号ヲ止メ小茂田濵神社
ト改ム。同七年六月村社ニ列シ、同十五年十二月縣社ニ進ミ、同十七年ニ至リ年々例
祭幣帛料頒與ノ榮典ヲ蒙ル。嗚呼助國ノ功績ヤ既ニ史傳ニ歴々タリ。（後略）
記　本稿は、人間文化研究機構「北東アジア地域研究推進事業」島根県立大学NEARセンター拠点
プロジェクト「北東アジアにおける近代的空間の形成とその影響」の成果の一部である。
 （ISHIDAToru）

